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要旨 

 

本研究は中国と日本の高校の公教育で行われている英語教育における語彙の比較・研究であ

る。特に両国の高校で使われている検定教科書に現れる題材に絡めて研究するものである。公

教育とは一般の公立、私立学校で行われている教育である。本論文で取り上げる英語教科書は、

日本では文部科学省検定済教科書、中国では教育部検定済教科書とした。本稿で取り上げる題

材とは教科書の本文で取り上げられている内容・話題である。その内容や話題は語彙が決める。

また、題材は「教科書の内容に込められた思想、メッセージ」(森住 1992:39)である。その思

想は語彙で現れる。したがって、本論文は、題材論の観点から語彙を分析・比較する。 

本研究のテーマ設定の理由は以下の 4 点である。 

⑴なぜ語彙なのか 

コミュニケーション能力の向上には、語彙力が非常に重要だからである(毛利 2003:89)。 

⑵なぜ高校なのか 

高校では語彙の分量が急激に増え、指導が難しくなるからである(石黒 2002:26)。 

⑶なぜ題材なのか 

語彙と題材は密接な関係にあるからである。 

密接な関係とはあるテーマに関する語彙１つ１つには思想が込められ、この種の単語が集

まると、それが題材になるということである。逆に、ある特定の題材を取り上げれば、その

題材に関する語彙が集まってくるとも言える。 

⑷なぜ英語教科書なのか 

教科書は英語の基礎学力を養う上で重要な役割を担うからである(河原 2002:269)。 

本論文の目的は以下の 3 点である。 

⑴ 語彙研究のための基本条件を比較する。 

⑵ 語彙の分量及び新出語彙の掲載方法を比較する。 

⑶ 題材論の観点から語彙の質を比較する。 

研究の方法は次の通りである。まず、本論文の構成は序論、本論、結論の 3 部構成をとり、

本論は 3 章立てである。第 1 章では語彙研究のための基本条件の比較を、第 2 章では語彙の分

量及び新出語彙の掲載方法の比較を、そして第 3 章では題材論の観点から語彙の質の比較、分

析を行う。次に、調査の対象は、2003 年と 2008 年に出版された中国と日本の高校検定済教科

書 11 冊を用いて分析及び考察を行う。 
本研究をまとめると、第 1 章では､まず、両国の教育課程と学習指導要領について触れた。

英語履修年限は日本より中国の方が長く、英語授業時間数は日本より中国の方が多く、学級規

模は日本より中国の方が圧倒的に大きいことがわかった。中国の英語課程標準または日本の学

習指導要領では、題材を強く意識して扱っていないことが明らかになった。第 2 章では、中日

の高等学校の語彙数及び新出語彙の掲載方法について調べた。日本の高校より中国の高校の語



 

彙数が多いことが明らかになった。掲載方法については両国それぞれ長所と短所があることが

判明した。第 3 章では、題材が重要であることを踏まえ、教科書の本文における題材内容の比

較･分析を行った。両国の教科書では人間教育の扱いが一番多い。中国の高校の教科書は日常

生活のやり取りが多い、日本の方は日常生活に関する題材も多少あるが、精神生活語彙、すな

わち人間教育、科学、環境などの題材に関する語彙が割合的に多いことが明らかである。 

両国の高校英語教育における学習指導要領は、題材に関する検討が必要である。中国の教科

書における題材は、人間教育だけではなく、ことばの教育と異文化理解教育を多く扱うべきで

ある。 

今後の課題は、語彙の指導方法についてさらに研究することである。また、中国と日本の他

の種類の英語教科書を比較・分析して、両国における教科書の改善に役立つ情報をもっと集め

る必要があると考えられる。 
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